
　　　　2022年を振り返る  

３月　劇団ニライスタジオの創作演舞披露
神話を生かしたまちづくりに取り組む吾平
地域の活性化のために、鵜

う ど
戸神社境内で創

作演舞や伝統芸能が披露されました。
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　新型コロナウイルスの変異株が
確認されるなど、感染症収束の兆
しが見えないまま始まった2022
年。コロナ禍に見舞われながらも、
感染症対策を実施しながら様々な
イベントや地域行事が開催された
年でもありました。
　大きなものでは、５年に１度開
かれる和牛のオリンピック「全国和
牛能力共進会」の第12回大会が鹿
児島県で開催されました。鹿屋市
からは県内最多となる９頭が出品
され、全てが優等賞入賞を果たし
３区分で農林水産大臣賞を獲得す
るなど「畜産王国鹿児島」の中でも
本市の高い畜産技術を示しました。
　そのほか、鹿屋市農業まつりや
大隅湖レイクサイドフェスティバ
ルなど、各地で３年ぶりに復活し
たイベントもありました。また、鹿
屋市漁業協同組合の新加工場（古江
町）や株式会社サクラクレパス鹿児
島工場の新組立工場等（吾平町麓）
が完成するなど、本市の発展に寄
与する新たな動きも見られました。
　基地関係では、日本周辺海域に
おける情報収集活動のため米軍無
人機「MQ－９」の一時展開が11月
から開始されました。
　そんな１年間の出来事を年表と
写真で振り返ります。
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２月　 サイクリストサポート施設が運用
開始

サイクリストが気軽に立ち寄れるサポート
施設が、市内25か所に設置されました。

１月　 リナシティかのや等に PCR 検査
センターが開設

リナシティかのやなどに県民無料の PCR検
査場が設置されました。

１月　鹿屋市消防出初式
長年消防活動に貢献した約 300 人を表彰。
各分団による一斉放水では、観覧者から歓
声が上がりました。

１月　鹿屋市成人式
昨年はオンラインで開催されましたが、今
年は通常通り実施。晴れ着に身を包んだ約
700人の新成人が参加しました。

３月　東京オリンピックモニュメント完成
同大会に出場した本市ゆかりの選手４人の
名前と手形が刻まれたモニュメントが霧
島ヶ丘公園に完成しました。

５月　なんきゅう８号就航記念ツアー
薩摩・大隅間を結ぶ高速船の就航記念ツアー
では、発着地である鹿屋港で地元住民等に
よるおもてなしが行われました。

５月　こども記念日×おおすみはなマルシェ
大隅半島の 58店舗が出店した本イベント
には約6,600人が来場。音楽ステージや縁
日遊びなどを楽しみました。

４月　鳴之尾牧場春の入牧
鳴之尾牧場では、乳用子牛を酪農家から預
かり出産前に元の農家に返す事業を行って
おり、今回は11戸 54頭が入牧しました。

４月　交通安全運動等出発式
交通安全・防犯意識向上を目的として交通
パレードや、ゆるキャラによる啓発グッズ
の配布を行いました。
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